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○一一越智郡陸
●…一越智郡島
△一一宮窪町
▲一一伯方町
註1　国勢調査にもとつく 図4　愛知県越智郡の人口動態
から2078へと約一割しか減少していない。これは，高度経済成長期の宮窪では，若年層が単身で
流出する傾向にあったことを示している。ただし，昭和50年代以降はその様相が一変する。同じ
く昭和30年と比較すると，昭和50年には人口が約四割，昭和55年には五割五分の減少，世帯数
については昭和50年には約二割，昭和55年には三割以上の減少となる。つまり，高度経済成長期
には比較的保たれていた世帯数が，高度経済成長期が終わると人口ともども加速度的に減少したの
である。
　一方，伯方町はまた別の様相を呈している。宮窪町と同じように昭和30年と昭和45年の人口
および世帯数を比較してみると，人口は12262から10340へと約一割五分の減少となっているもの
の，世帯数は一割の増加を示している。さらに昭和50年との比較でも人口減は一割五分と変わら
ず，昭和55年になってようやく二割弱の減少となる。また，世帯数については増加の一途をたどり，
昭和50年には約二割，昭和55年には二割強の増加となっている。すなわち，伯方島の場合，高度
経済成長期の人口については若干の減少は示したものの，世帯数は逆に増加を続けていたのである。
その原因は，島外での採石業に従事するという島内の土地に依存しない生業形態が，伯方島に拠点
を残すことを可能とし，さらに，多くの分家をも生み出したことにある［松田2010a］。そしてその
背景に高度経済成長にともなう採石業の好況が控えていることは言うまでもない。
　前節で登場した宮窪町のY氏は，当時の経験を次のような言葉で振り返る。「そやけん，何しても，
何の商売しても，こう，出来よった時代よね。僕らの時は。だけん，その当時にいろんな商売起こ
しとるもんは，仰山出世しとる人もおるし，まあ，ほどほどの人もおるし，潰れていきよる人もお
るんやけど，その当時は何の商売でも，しさえしたらはやるゆうんか。まあ，自分が努力もせない
かんけどね。大概はやる」。つまり，どのような商売をしてもうまくいった時代だった，というの
である。
　これは採石業で成功したY氏だけの個人的な感慨ではない。農家にとっての昭和30年代から40
年代もまた，ミカンがダイヤと呼ばれた時代であった。「藁で編んだイングリニつ（一荷）で土方
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一 日分の金になった」時代には，島の山の頂き近くまでがミカン畑に覆われた。宮窪町宮窪では，
昭和25年に984反だった樹園地の面積は昭和50年には1612反にまで拡大し，全耕地面積の9割
以上を占めるに至った［松田2010a：69］。漁師にとってもまた良い時代であったという。漁業資源
が豊富な上に，当時の魚価は現在とは比べ物にならないほど相対的に高かった。一度都会へは出た
ものの，都会でのひと月分の給料を一日で稼ぐこともある漁師の生活を求めて，再び島に帰ってく
る若者も多かった。大島や伯方島といった瀬戸内海の多くの島にとって，高度経済成長期が歴史上
最も繁栄した期間であったことは間違いない。
　それでは，島の好景気はいつ終わったのか。採石業者だけでなく，農家や漁師を含め，筆者が
聞き取り調査を行なった多くの話者が口をそろえて言うのは「平成に入ってから」，あるいは「バ
ブルが弾けてから」である。もちろん，昭和48年のオイルショックの影響は採石業などにも及ん
だ。宮窪町出身の元愛媛県職員などは，オイルショック後に年度末の給与の調整が無くなったこと
で，高度経済成長が止まったことを実感したという。しかし，農業や漁業，採石業に従事する島の
人びとには高度経済成長の終焉は実感されなかった。採石業者にしても，オイルショックによって
「石の動きが止まった」のはせいぜい半年だといい，その後は図2でも示したように石材価格が高
騰し，さらなる利益を上げるようになる。このような島の人びとの実感は，浅井良夫の「高度経済
成長が終わったのは一九七四年なんですけれども，その後もバブルの時期までは成長はしているわ
けですね，かなりのスピードで。平均年四％以上のスピードで成長しています。そういう意味では
経済成長というのは，まさにバブルがはじけるまで続いていたということです」［国立歴史民俗博物
館2010：145］という指摘を裏付けるものであると同時に，地方の衰退という，高度経済成長期の
地方に対する一元的な捉え方を否定するものである。
おわりに
　過疎化や近代化によって民俗が衰退していくという前提を一度棚上げし，その時何が起きたのか，
という視点から高度経済成長と生活変化の関係性を捉えようとした時，そこに立ち現われるのは，
人びとが目の前の高度経済成長という現象と対峙する姿そのものである。その姿が文字や数値とし
て記録されることはない。したがって，我々は当事者の経験にもとつく語りをとおしてのみ，当時
そこで何が起き，人びとがどのような観念に従いながら生活していたのかを知ることができる。も
ちろん，40年も前の経験にもとつく語りをそのまま史料とすることはできない。しかし，彼らの
経験は，彼らを取り巻いていた社会状況と照合されることでにわかに蓋然性を高めるのである。
　たしかに，高度経済成長期に失われた民俗は多い。採石業に限っても，作業が機械化されるにし
たがって職人一人ひとりの腕が問われる機会は少なくなり，既製品の導入で鍛冶仕事はほとんど消
滅した。それにともなって，山の神やブイゴ神に対する信仰が薄れ，儀礼が簡略化または廃止され
た地域や丁場は多く，親方・職人・カシキといった労働組織も崩壊した。しかし，一方で，大きな
社会変動の渦の中だからこそ顕在化する民俗の存在も忘れてはならない。
　実は，「一か八か」の事業に巨額の財産を投下したり，利益が絡めば多少の無理でも押しとおす
という感覚は，必ずしも採石業者特有のものでも高度経済成長期特有のものでもない。たとえば，
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［民俗の衰退と表出］・一・松田睦彦
宮窪町では農業・杜氏や浜子のタビ（出稼ぎ）・採石業を含むさまざまな自営業・日雇労働などの
生業が各家で複合的に営まれてきたが，それぞれの生業に対する力の入れ方は常に変化する。人び
とは時代ごとにもっとも利益率の高い生業を選択しながら，農業ですら時代に合った作物を選択し
ながら，投資と撤退とを繰り返して生活してきたのである［松田2010a］。つまり，宮窪町や伯方町
の人びとの現実的で意欲的な労働観はもともと彼らに内在するものであり，それが高度経済成長と
いう社会背景のなかで改めて顕在化したということなのである。
　桜田勝徳は自らの世代が「過疎進行という千載一遇の中の，民俗の推移を追跡してみる責任」を
負うとした上で，「廃村状態に日々せまっていく非常の事態の中で，初めて夜空に上がる花火のよ
うにほとばしり出た潜在民俗」の存在可能性を指摘している［桜田1976：159］。高度経済成長と対
峙してきた人びと経験の語りに耳を傾け，その姿を対象化すると，そこには働くことに対する謙虚
さや利益に対する食欲さ，時代に対する達観といった，さまざまな観念を見出すことができる。小
稿の冒頭で述べたように，民俗学の目指すところを「人が生きる上で規範とする観念」や「そこか
ら明らかとなる人が生きる『目的』」の解明とするのであれば，高度経済成長期とはまさに歴史的
に築かれ，人びとに内在する生活観念としての民俗の表出点と考えることもできるであろう。
?
（1）一ここで注意しておきたいのは，「高度経済成長
期」と「高度経済成長」とを明確に区別すべきだという
点である。もちろん，高度経済成長期の生活は直接・間
接を問わず，何らかの形で高度経済成長の影響を受けて
いるはずである。しかし，高度経済成長と民俗との連関
を考える場合には，高度経済成長にともなう諸現象が民
俗に与えた影響が具体的に描き出されなければならな
い。
（2）一民俗が「変わる」ということに対しては，「変化」
「変貌」「変遷」等さまざまな熟語が用いられる。これら
の熟語を民俗の連続・非連続によって使い分けるべきだ
とする意見もあるが［大塚民俗学会1981：48］，小稿で
は煩雑を避けるため，「変化」という熟語で統一する。
（3）一過疎には人ロ論的過疎と社会論的過疎がある
［今井1968］。
（4）一「全国総合開発計画」は「『国民所得倍増計画』
および『国民所得倍増計画の構想』に即し，都市の過大
化の防止と地域格差の縮小を配慮しながら，わが国に賦
存する自然資源の有効な利用および資本，労働，技術等
諸資源の適切な地域配分を通じて，地域間の均衡ある発
展をはかること」を目標として昭和37年に閣議決定さ
れた開発計画である。その眼目は「住宅上下水道，交
通，文教および保健衛生施設等」の「地域間の格差是正」
にあったが，「道路，港湾，鉄道，用水等産業発展のた
めの公共的基礎施設」については国民経済全体を考慮し，
全国に設定した新産業都市を拠点として周辺の農林漁業
にも好影響を与えようとする「拠点開発方式」が採用さ
れた。その過程において農林漁業の「需要構造の変化に
対応する生産の選択的拡大」や「技術の進歩と就業構造
の変化に対応する生産性の向上」といった近代化促進施
策や，交通通信施設の整備や用水の確保，電力の確保と
いった産業基盤の整備，さらには観光開発といった，民
俗の変化に直接的に関わる地方の開発が行なわれた［閣
議決定1962］。
（5）一このような，過疎化と民俗の衰退とを同時に扱
おうとする傾向は，ある種の農村観により規定されてい
るように思える。その農村観とは，『都市と農村』で柳
田の言う「町風の農村観察」である。『都市と農村』に
おいて柳田は，都市と農村とのより良き関係を構築する
ために，都市住民と農村住民の双方に対して内省を促し
ているが，その中の一つとして農村を後にし，都市で
生活する人びとの「同時に存在し得る道理は有り得な
い」二つの農村観を挙げている。すなわち，「村の生活
の安らかさ，清さ楽しさに向つての讃歎」と「其辛苦と
窮乏又寂実無柳に対する思ひ遣り」である［柳田1929：
225－226］。柳田が「帰去来情緒」と名づけた前者はこれ
までも注目を集めてきたが，「町風の農村観察」の問題
点を指摘することの重要性を柳田が唱えていたことを考
慮し，「農村衰微」という「無益なる悪夢に，魔される
やうな不幸を避け」るためには［柳田1929：198］，「農
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村衰微の声の耳を傾けられ易かつた一つの原因」として
の後者に注目しなければならない。すなわち，民俗学者
自身が偏った農村観に陥っていないか，改めて確認する
必要があるのではないだろうか。
（6）一岡田石材株式会社提供の資料による。
（7）一大島石材協同組合による。
（8）一筆者は「出稼ぎ」や「移住」といった概念の固
定的なイメージや，これらの概念による移動という現象
の分断を排するために，「労働にともなう人の移動」を
タビ（旅）という概念で包括することを提唱している［松
田2010a：35］。
（9）一雨の日であっても，鍛冶仕事などが行なわれる
ことは多かった。
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Decline　and　Expression　of　Folklore：High　Economic　Growth　as
Expedenced　by　the　Iρcal　Qllarryillg　Indllstry
W㎞suDA　Mutsuhiko
　　The　pu1］pose　of　this　ar廿cle　is　to　ethnographically　study　the　ac6vi6es　of　peoPle　beyond　the　fDζed
relationship　between　high　economic　growth　and　local　folklore　and　to　explore　their　changes，　through
the　experiences　of　people　in　the　quarrying　industry　who　enjoyed　the　economic　boom　in　the　high－
economic－growth　period　by　engaging　in　the　quarrying　industry　on　the　isolated　island　in　Japan’s　Inland
Sea．
　　　There　are　two　problems　in　the　relationship　between　high　economic　growth　and　change　of　fblklore．
One　is　regional　depopula60n　and　the　other　is　modernization　of　hfe．　These　two　problems　have　not　been
organized　or　incorporated　into　the　term“high　economic　growth．”In　the　background，　frustrations
regarding　the　rapid　changes　in　local　regions　as　the　survey　target　can　be　seen．　In　the　period　from　the
Iatter　half　of　the’30s　of　the　Showa　Era　to　the　beginning　of　the’40s（1955　to　1965），achange　of　foUdore
had　already　been　recognized，　and　concerning　the　change，　a　folk　survey　led　by　the　Cultural　Affairs
Agency　was　conducted　from　the　viewpoint　of　cultural　property　protec60n．　Coincidentally，　depopulation
l）ecame　a　social　problem　connected　with　the　decline　of　folklore．　In　the　process，　the　recognition　that
fblldore　was　sublect　to　rapid　changes　and　tended　to　disappear　or　be　homogenized　was　generalized
without　regional　dif允rences　taken　into　consideration　and　the　position　of　high　economic　growth　as　the
ex垣nsic　factor　in　the　change　was　defined．
　　　However，　if　the　a㎞of　fOUdore　is　to　cla町r　the“concept　that　becomes　the　norm　by　which　a　man　to
Uves”and　the‘“purpose’of　man’s　Uving，　which　is　clar近ed　by　the　concept，”the　scale　or　the　presence
or　absence　of　change　does　not　always　need　to　1）ecome　an　issue．　As　an　example，　when　we　listen　to
the　experiences　of　people　in　the　quarrying　industry　who　were　direcdy　connected　with　the　boom　in
economic　growth　through　pubhc　works　and　the　demand　for　tombstones　or　monuments　and　object晦・
the　image，　we　can　find　vadolls　nodons　such　as　humiUty　in　worldng　and　an　appetite五）r　the　interests
and　philosophy　of　the　age．　The　high－economic－growth　pedod　is　the　very　age　fOr　the　expression　of
五）11dore．　Where　people　who　Hve　in　any　age　exist，血b　exists　and　associated　fbUdore　as　a　notion　exists，
toO．
Key　words：high　economic　growth，　depopulation，　modernization，　quarrying　industry，　decline　of
fblldore
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